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振動・音・味覚で味わい尽くす特急〔やくも〕

２ 十
人
十
鉄

じ
ゅ
う

に
ん

と

て
つ

だ
か
ら
、
鉄
道
が
好
き

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

小
泉
八
雲
記
念
館
館
長

小
泉 

凡 

思
い
出
で
す
。

　

大
学
で
は
旅
を
続
け
る
た
め
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
民
俗
学
を
専
攻

し
ま
す
。
そ
の
頃
、
小
泉
八
雲
も
民
俗
学

の
先
駆
者
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
は
じ
め

て
先
祖
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
学
生
時

代
に
は
出
雲
市
に
民
俗
調
査
に
通
っ
た
た

め
、
40
往
復
以
上
特
急
︹
や
く
も
︺
に
乗

車
。
こ
の
時
に
は
す
で
に
伯
備
線
と
山
陰

本
線
の
一
部
が
電
化
さ
れ
、
３
８
１
系
振

り
子
式
車
両
と
な
り
、
所
要
時
間
も
20
分

ほ
ど
短
縮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
、

縁
あ
っ
て
東
京
か
ら
松
江
に
移
り
住
み
37

年
が
た
ち
ま
す
。
今
日
ま
で
、
出
張
や
実

家
と
の
行
き
来
に
60
往
復
以
上
特
急
︹
や

く
も
︺
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
寝
前
に
時
刻
表
で
空
想
旅
行
を
楽
し

む
趣
味
も
半
世
紀
に
及
び
ま
す
。
今
年
は
、

各
地
で
開
か
れ
る
小
泉
八
雲
の
記
念
事
業

の
際
に
、
ど
ん
な
鉄
道
旅
を
楽
し
も
う
か

と
、
画
策
し
て
胸
を
と
き
め
か
せ
る
日
々

で
す
。

︹
や
く
も
︺
も
、﹁
小
泉
八
雲
﹂
も
、
そ
の

名
の
由
来
は
﹃
古
事
記
﹄
で
す
。
須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と

が
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
か
ら
櫛く
し

名な

田だ

比ひ

賣め

を
救
い
、
出
雲
の
須す

賀が

の
地
で
詠
ん
だ

日
本
初
の
和
歌
﹁
八
雲
立
つ 

出
雲
八
重

垣
⋮
⋮
﹂
に
由
来
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
乗
り
物
好
き
の
私
は
、

小
学
校
６
年
生
か
ら
一
人
旅
を
始
め
、
東

北
の
山
村
な
ど
を
歩
い
て
い
る
と
、
家
出

少
年
と
勘
違
い
さ
れ
た
こ
と
も
。
は
じ
め

て
出
雲
の
地
を
訪
ね
た
の
は
、
１
９
７
４

年
。
岡
山
駅
か
ら
乗
っ
た
特
急︹
や
く
も
︺

は
キ
ハ
１
８
１
系
の
益
田︵
島
根
県
西
部
︶

行
き
で
し
た
。
食
堂
車
で
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
を
食
べ
る
と
、
適
度
な
揺
れ
と
エ
ン
ジ

ン
音
が
隠
し
味
と
な
っ
て
お
い
し
さ
は
格

別
。
岡
山
県
側
は
高た

か

梁は
し

川
、
鳥
取
県
側
は

日
野
川
に
沿
っ
て
山
間
を
行
く
伯
備
線
の

絶
景
に
魅
了
さ
れ
た
も
の
で
す
。
途
中
の

根ね

雨う

駅
で
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
牽
引
さ
れ
て
米
子

駅
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
も
、
懐
か
し
い

０
２
４
年
４
月
、
瀬
戸
内
の
岡
山

駅
と
山
陰
の
出
雲
市
駅
を
結
ぶ
特

急
︹
や
く
も
︺
に
、
ブ
ロ
ン
ズ
カ
ラ
ー
の

最
新
鋭
車
両
２
７
３
系
が
投
入
さ
れ
、
私

の
住
む
松
江
で
は
大
き
な
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
42
年
ぶ
り
の
新
型
車
両
。
４
月

26
日
に
は
じ
め
て
乗
っ
て
み
て
、
最
大
の

課
題
だ
っ
た
振
り
子
式
車
両
独
特
の
揺
れ

が
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
体
感

し
満
足
で
き
ま
し
た
。
普
通
車
の
シ
ー
ト

ピ
ッ
チ
も
新
幹
線
並
み
に
広
が
り
、
シ
ー

ト
カ
ラ
ー
は
私
の
好
き
な
二
種
の
緑
に
。

壁
面
は
明
る
い
木
目
柄
、
床
は
渋
い
木
目

柄
で
明
る
さ
と
落
ち
着
き
が
同
時
に
演
出

さ
れ
、山
陰
ゆ
か
り
の
バ
ン
ド﹁
O

 

f

 
f
 i 

c
i
a
l 

髭
男 
d
i
s
m
﹂
の
車
内
チ
ャ

イ
ム
は
旅
人
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
高
め
て
く

れ
ま
し
た
。

特急〔やくも〕 273系と一緒に（安全に配慮して撮影しています）

こいずみ ぼん 

1961年東京都生まれ。1987年に松
江へ赴任し、妖怪、怪談を文化資源
として地域に生かす文化創造活動
や、小泉八雲の「オープン・マインド」
を社会に生かすプロジェクトを世
界のゆかりの地で展開する。焼津
小泉八雲記念館名誉館長・島根県立
大学短期大学部名誉教授。主著に
『怪談四代記―八雲のいたずら』、
『小泉八雲と妖怪』など。

　

私
の
曽
祖
父
は
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
い
う
ギ

リ
シ
ャ
生
ま
れ
の
英
国
籍
の

作
家
で
、
今
年
は
没
後
１
２

０
年
、
代
表
作
﹃
怪
談
﹄
出

版
か
ら
１
２
０
年
を
迎
え
ま

す
。
松
江
に
１
年
３
ヵ
月
居

住
し
、
偏
見
の
少
な
い
オ
ー

プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
な
ま
な
ざ

し
で
日
本
を
見
つ
め
た
こ
と

が
、
現
代
社
会
で
再
評
価
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
彼
の

日
本
名
は
小
泉
八
雲
。
特
急


